


その１「先生！　隣の狸が僕の家を荒らすんです」

　即独した新米弁護士の僕の元に現れたのは、一匹の狸でした。

「先生！　隣の狸が僕の家を荒らすんです」

　すったもんだの挙げ句、なんとか和解に漕ぎ着け、報酬もちゃんともらいました。

　起きたら木の葉でした。

　それ以降、口コミで動物が相談に来ます。

　喰っていけないので人間来てください。



その２「事務員として雇ってくれませんか？」

　すっかり自然派弁護士として動物達におなじみになった僕の元に、ある日、一人の美女がやっ

てきました。「事務員として雇ってくれませんか？」

　動物からの依頼で忙しくなっていたところなので、喜んで雇いました。美人だし。

　先日助けた鶴が恩返しに来てくれたことを、あとで知りました。

http://twitter.com/search?q=%23twnovel


その３「先生、ダイビングって出来ますか？」

「先生、ダイビングって出来ますか？」

　と事務員の鶴さんが言った。

　なお、鶴さんは本当に鳥の鶴である。自然派弁護士として動物に人気の僕の、かつての依頼

人だ。

「出来ないなー」

「じゃあ、練習してください。スナメリさんからのご依頼です。土地の権利関係の」

　僕、金槌なんですけど。



その４「あの泥棒猫っ！」

「聞いてくださいよ、先生！　女、人の旦那を寝取ったんですよっあの泥棒猫！」

　依頼人の猫さんが言う。

　僕は自然派弁護士、動物に大人気。

「はい、相談料」

　差し出される包み。

「これは？」

「鼠です。いい感じに脂がのってますよぅ」

　隙間からしっぽが見えた。

「持って帰ってくださいっ」 



その５「自然派弁護士は貴方だけとお思い？」

「すみません、相手方の犬さんの代理人になったので。双方代理が禁止されてる以上、猿さんの

依頼は……」
「んま、ゼロワン地域の弊害ね！」

「その依頼、私が受けますわ」

　現れた美女。胸元の弁護士バッジ。

「自然派弁護士は貴方だけとお思い？」

　は僕だけだと思ってた。なんか嫌だ。



その６「先生、これで我々同じ穴の狢ですね」

　お金にならない事件ばかり引き受けていたら、家賃の支払が厳しくなった。

「先生、私が格安で貸しますよ」

　と僕を自然派弁護士に導いた狸さんが言った。

「ここです」

　案内された洞穴。

「あ、こっち私が住んでるんですけど。先生、これで我々同じ穴の狢ですね」

　狢言いたいだけだろ。



その７　もう一人の自然派弁護士はヤメ検らしい。

　鶴さん情報によると、もう一人の自然派弁護士はヤメ検らしい。ってか、特捜にいたらしい。

「幼少期を過ごした山が開発で失われ、友達の動物がいなくなったそうです」

　それは、悲しい。

「あと、遺産で働かなくても平気だそうです。だから、この仕事できるんですね」

　やっぱりなんか嫌だ。



その８　木の葉とかどんぐりとか鼠とかじゃなく日本通貨なだけましだろ。

「刑事事件やりたくて弁護士になったけど、国選はさぁ、しんどいなー。懐的に」

　と、修習同期が言った。

　木の葉とかどんぐりとか鼠とかじゃなく日本通貨なだけましだろ。

　言いたいところをぐっと堪える。僕は自然派弁護士。動物業界で大人気だ。

　最近、この仕事が楽しくて困っている。



その９　「私だって念仏の意味ぐらいわかりますよ！」

「私だって念仏の意味ぐらいわかりますよ！」

「私が真珠もったら駄目なんですか！」

「私の小判だって！」

　口々に訴える馬さん豚さん猫さん。

　彼らを落ちつかせながら、諺作った人ってもういないよなーなんて思う。

　僕は動物界で人気の自然派弁護士。

　これも訴訟にはならないな。懐寂しい。



その１０　今回の依頼人はいつもと違っていた。

僕は動物に人気の自然派弁護士。今回の依頼人はいつもと違っていた。

「戸籍が欲しいんです。結婚したいんです。ちょっと見た目が人と違うだけなのに」

　泣き崩れるろくろ首さん。妖怪に人権が認めれるかなんて、新人には荷が重い。

　とりあえず首、縮めてください、怖いです。



その１１「俺がその首を縮めてやるよ！」

「俺に任せろ！」

　僕とろくろ首さんが話しているところに現れたのは外科医の友人。

「俺がその首を縮めてやるよ！　これでもう人間だ」

　そんな簡単なことじゃねーし、大体上手く行くのかよ、とは思ったけど、ろくろ首さんが泣い

て喜ぶからなにも言えない。

　僕はおしのよわい自然派弁護士。



その１２「　そうして我々を次から次に勝手に生み出しておいて、放置するんです！」

　僕は動物に人気の自然派弁護士。

「人間達はですね！　説明のつかないことはなんでも私達妖怪のせいにするんですよ！　そうし

て我々を次から次に勝手に生み出しておいて、放置するんです！　忘れるんです！」

　吠えるのは妖怪の権利を守る会の会長さん。

　ええっと、これはどこに訴えれば……？



その１３　動物でもなく、所謂グレイタイプのあれ。

　僕は動物に人気の自然派弁護士。８割以上動物同士の紛争を解決している。

　今日も狸さんに借りている洞窟の事務所に依頼人。

　そこにはまた人間以外のものがいた。動物でもなく、所謂グレイタイプのあれ。 

　そうか、宇宙人まできたか……。僕もグローバルになったものだな……。



その１４　彼女はあひる口を開くと言った。

　彼女はあひる口を開くと言った。

｢最近あひる口あひる口っていうじゃないですか？　でも本家である私には言わせれば偽物ばかり

。あんなのにあひる口なんて、私の名前をつけられて心に傷を負いました。どうにかできま

せん？｣

　僕は動物に人気の自然派弁護士。

　あひるもあひる口も好きです



その１５　友人が喫茶店をはじめたのでお祝いに向かった。

　僕は動物に人気の自然派弁護士。

　友人が喫茶店をはじめたのでお祝いに向かった。

「やぁ待ってたよ」

　僕を迎えたのはたくさんの動物や妖怪さんたち。友人は笑った。

「皆、君に法律相談があるらしいんだ。法律相談できる喫茶店だよ」 　

　せめて人間の法律相談を受けたかった……。


